
第８７回古河公方公園づくり円卓会議実施報告書

5 年 9 月 5 日

11 名 （欠席 6 名） 代理参加 1 名

5 名 オブザーバー 0 名

成虫捕殺115匹）

・園内でも被害が広がり、枯れて危険な被害木を3本伐採。

カシノナガキクイムシについて

・7月時点で被害木21本を確認。その後も追加で被害が広がっている。

城山下の浚渫について

・冬季に一時的に御所沼の水位を下げ、工事の見積りを取る予定。

・1行目の言い回しを修正。

・「管理者との協働」という言葉が限定的なのでもっと広い意味で捉えたい。

・基本構想と同じなので、再考する。

第4条（活動）について

・2項について文章の最後の「～となることをいう。」を修正する。

クビアカツヤカミキリについて：地域振興公社佐竹主幹より説明。

・現在の被害状況（新規被害木111本、伐採14本、幼虫捕殺350匹、

ツヤハダゴマダラカミキリについて

・9/1から特定外来生物に指定された。

・4項について「風景」の定義を歴史を踏まえたものに修正する。

・前回の円卓会議を踏まえて修正した部分について第4条までの意見を募集する。

・言葉の定義を追加（第2条）。

・「事業」という言葉を「活動」に変更（第4条）。

・活動の場所を少人数のときは「休憩室」、大人数のときは条件付きで「展示室」

を全額免除で使用する（申請が必要）案を追加。

第2条（言葉の定義）について

・背後にある考え方（自己了解できる）を踏まえて再考する。

３．討議：司会　地域振興公社　伊藤係長

協議進行　PM野中委員

討議第４号「御所沼コモンズについて」

討議内容の説明：地域振興公社佐竹主幹より説明

定例会議　

実施日時 令和 （火） 13:30-15:30

１．開会　司会進行　地域振興公社　伊藤係長　

出席者 14 名 （内訳）
委員

主管課・事務局

地域振興公社　伊藤係長　開会あいさつ

パークマスター（以下PM）野中委員　あいさつ

２．報告：司会進行　地域振興公社　伊藤係長

第3条（目的）について

報告第3号
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４．その他：司会　地域振興公社　伊藤係長

協議進行　PM野中委員

地域振興公社佐竹主幹より、花桃部会の経過報告。

・御所沼道入口源平枝垂れ3本。

【討議結果】

・出された意見を参考に整理し報告。

・次回は第5条以降について議論する。

その他意見・提案

生涯学習課神原係長より民家園について説明。

Q：市民で障子の張り替えができるのか確認したい。

A：修復方法について県の教育委員会等への確認・調整の必要あり。

・委員より民家園の障子について質問。

・ナラ枯れの処理後、もりもりクラブと協働で、クヌギやコナラの幼木を植樹し、

里山管理を進めていく。

都市計画課須藤主幹より、ふるさと納税について説明

地域振興公社佐竹主幹より、欲しいものリストについて報告。

・民家園の2ヵ所の藤棚について、撤去から改修（木材）に変更。

・併せて机と椅子についても変更する（デザインは野中さんに依頼）。

・意見を元に分類、精査。今後も引き続き意見を募集する。

・富士見塚ふもと東側に源平3本。

・屋根の修繕は業者都合で12月以降になる恐れあり。

・御所沼道の法面に矢口(低木)10本、源平(低木)約20本。

・中山台東芝生エリアに矢口8本、源平約15本。

・パークフロント北側に照手約22本、南側に約45本。

地域振興公社佐竹より、公方様の森の管理について説明。

・ふるさと納税で花桃オーナーを募集する。

地域振興公社佐竹主幹より、修繕要望について報告。

・担当課と協議して修繕計画に反映させる。

・「歴史的景観の保全活動」を分かりやすくする。

・9項は第11条に移す。

・主語を明確にする。

・「支援」という言葉も使いたい。

・「共通の想い」、「有意義」など抽象的な言葉を具体的に変える。

A：昨年度末から故障し停止している。業者に修繕の見積りをとったところ、費用が

高額なため交換になる。9/29に都市計画課と計画修繕の打ち合わせを予定。予算の

都合でポンプ更新はR6年度になる予定。

野中委員より、春草席のせせらぎについての質問

Q：春草席のせせらぎが停止しているがどうなっているのか確認したい。

・一般的な利用者についても考えたほうがよい。
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次回日程確認

次回は１１月２２日(水)を予定。提案は９月２７日までに事務局まで。

閉会のあいさつ

５．閉会：司会進行　地域振興公社　伊藤係長

・公園朝市について質問

Q：公園朝市について詳細を知りたい。

・こがキラphotoクラブにて公園朝市、公園のSNSアカウントを掲載する。

A：・9月24日(日)8:00～12:00古河公方公園パークフロントにて開催。地域振興公社

のネーブルパークと月ごとに交代で開催する。古河公方公園開催月は、9月、11月、

1月、3月、･･･とひと月ごとに開催。

・外来生物の駆除は公園のPR材料にもなる。

・歴史的景観の保護活動について、埋蔵文化財（中世の墓地、川戸台遺跡など）も

将来的に考えて欲しい。

その他意見
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